
 

■青少年三橋地区会 会長  新藤 信夫 会員 
当会は大宮区西地区の三橋中学校、三
橋小学校、上小小学校の児童生徒を中
心に育成活動を行っている団体です。
当会では従来から子供たちの教育活
動の一環として博物館を訪問するな
どの事業などを行ってきましたが、コ
ロナ禍にあって中止が相次ぎました。
今年こそは身近な場所で親子が参加

する自然観察会などを開催したいと考えていました
ところ、 ロータリークラブにおいて同等以上の企画
を立ち上げるということをお聞きし、参画させていた
だくことを申し出ましたところ御了承をいただいた
次第でございます。 
改めて、 2770 地区第 4 グループの「森を守ろう、 自
然を楽しもう」の事業に共催の形で参加させていただ
きますことに感謝申し上げます。近年、SDGs にも謳
われているように、身近な自然を守り次世代に伝えて
いくことの重要性が強く言われています。親子で参加
していただき、身近な自然に親しみ、将来に残してい
く意義を参加者に伝えていきたいと思います。多くの
皆様のご参加をお願いいたします。 
 
事業内容説明 
■IM 実行委員 会長エレクト 
藤嶋 剛史 

内山泰成ガバナー補佐輩出に伴い、
第４グループおよび IM実行委員会へ
出向 
・第４グループ幹事  十文字 裕司 
・第４グループ IM 実行委員長   染谷 義一 
・IM 実行委員 … 藤嶋 剛史、小林 政良、石澤 孝幸 

押野 一郎、苗村 康男、菊池 裕一 
 
◆本年度ガバナーからの要請  
・各グループで合同奉仕事業を実施し、11 月の地区大
会で発表。 
・テーマはロータリーの７つの重点分野プラスポリ
オ根絶から選択すること。 
 
◆第４グループの決定事項  
・例年２月開催の IM のかわりに、環境をテーマにグ
ループ全体事業を実施する。 
・７つの重点分野の一つであり、SDGs（17 の持続可
能な開発目標）に含まれる、「環境」について、生態系
保護の必要性を考える機会を作り、各クラブの会員、
会員のご家族、各会員企業の社員の皆様、小・中・高
生や地域一般の方たちの環境問題の意識向上を図る。 
 
第４グループ 合同奉仕事業 
森を守ろう、自然を楽しもう  
～生態系保護から環境問題を考えよう～ 

 
共催：青少年育成三橋地区会  
協力：埼玉県生態系保護協会 大宮支部 
後援：さいたま市、さいたま市教育委員会 
日時：10 月８日（土）９：00～12：30（昼食 11 :30 ～ 12 :30） 

   ※小雨決行 延期の場合は翌日９日開催 
場所：秋葉の森総合公園（さいたま市西区大字中釘 1241 ） 

 
◆生態系について学ぶプログラム◆  
（埼玉県生態系保護協会の皆様が実施） 
        A  湿地の管理体験 
        B  竹の除伐体験 
        C  雑木林で落ち葉掃き体験 
        D  竹の玉切り体験  
        E  ヨシ原の管理体験  

（参加グループは後日決定） 

 
 
 
 
 
 
 
◆昼食について（参加費無料、チケット配布）◆ 
（IM と同様に終了後の親睦・交流も重要となります） 
・1,000 円のチケット（100 円×10 枚）配布、４種のキ
ッチンカーから好きなものを選んでください（ケバブ、
唐揚げポテト、クレープ、カフェ等） 
・チケット以外に現金でも、ぜひ好きなものをご購入
ください。 
 
◆募金について◆ 
・当日はインターアクトクラブの高校生と米山奨学
生による募金を行うのでご協力ください。 
・募金の内容は、ポリオ根絶募金およびウクライナ支
援募金の２種とし、地区社会奉仕部門、ポリオプラス
委員会の協力をいただきます。 
・各クラブへ学生の参加申込書を送付し、サイズを確
認の上、学生にポリオ・ウクライナＴシャツを購入し
配布します。 
 
◆注意事項◆ 
・車での来場はできません。当事業の専用シャトルバ
スか公共交通機関、徒歩での来場をお願いします。 
・当日は森林内での体験になります。ケガをしないよ
う、長そでや長ズボン、動きやすい靴、帽子などの用
意、飲み物の用意をお願いします。また、小雨の際は
雨合羽をご持参ください。 
 
◆会員の皆さまにお願い◆ 
・会員の皆様、そのご家族、会社の皆様など、一人で
も多くの方に参加してもらうことが奉仕につながり
ます。 
・本事業は当クラブが輩出する内山ガバナー補佐が
主催し当クラブが主幹するものです。実行委員に多く
のメンバーが出向し役割を担っていますが、他のメン
バーの皆様も自身が参加すること、誰かを誘うことが
自分の役割だと思って頂ければ幸いです。 
・参加目標 300 名（大宮西 RC の目標 200 名） 
前回、５年前の IM も例年の倍近いご参加をいただき
ました。 
「皆様のご協力をお願いいたします」 
 
 
   


